
塚崎古墳群を知っていますか？

　みなさんは塚崎古墳群を知っていますか。

　塚崎古墳群は鹿児島県大隅地域、 肝属  郡肝付 
きもつき ぐんきもつき

 町 
ちょう

野崎にあります。ここには、 前方後円墳 や円墳という「 古  墳 」
ぜんぽうこうえんふん こ ふん

とよんでいる昔の人のお墓がたくさん作られています。現状で４０数基が確認できますが、今は痕跡も残っていな

いものがありますので、本来はもっとたくさんの古墳が作られていたと考えられます。

　このお墓、古墳が作られた時代は、「 古  墳  時  代 」と呼ばれています。それはだいたい西暦の２００年代半ばから６００
こ ふん じ だい

年ころまでの時代です。塚崎古墳群が造られたのはとくに西暦３００年代から４００年代を中心とするようです。

　この時代を代表する古墳は前方後円墳というかたちのものですが、塚崎古墳群は日本最南端の前方後円墳があ

る古墳群です。すこし、この時代がどんな時代かご紹介しましょう。

古墳とは？

　古墳時代には、私たちが今、前方後円墳と呼んでいる丸い墳丘と四角い墳丘を合体させた奇妙なかたちをした

巨大な墓が日本列島の広い範囲で盛んに造られていました。そのもっとも大きなものは大阪府堺市の大山古墳ま

たは仁徳天皇陵古墳とも呼ばれるものです。

　この古墳づくりには多くの人の労働力が必要です。ですから、これらは各地域でも、富や権力を握った有力者

が造らせた墓だと考えられます。なかには、王と呼ぶべき、その地域で最大の権力者も前方後円墳に葬られたと

考えられます。この時代には鹿児島県でも大型の前方後円墳が造られました。

　それは大隅の志布志湾岸・肝属平野周辺の地域です。そしてこの地域が前方後円墳の造られた最南端の地域で

す。鹿児島県ではこの地域以外に前方後円墳は造られていません。また、大隅地域には大型の古墳とともに、地

下式横穴墓という墓がおなじく５世紀頃（西暦４００年代）を中心に盛んに造られ

ます。地下式横穴墓とは地面から 竪穴 を掘り、さらに竪穴の下方から横方向に埋
たてあな

葬空間の横穴（玄室）を掘り抜くこの地域の独自の埋葬形態です。

　古墳時代は前方後円墳を中心に古墳を造ることで有力者たちの身分や勢力な

どの社会的関係を表した時代だと考えられています。また前方後円墳を中心と

する古墳は鹿児島から岩手まで分布し、全国的な社会的結びつき・秩序が形成さ

れる過程を表すものだと考えられています。

　そのため、古墳は日本列島の広い地域に社会的な共通圏ができあがる古代の国

家が出現する過程を考える上で重要な資料だと考えられています。とくに、大隅

の古墳はその分布の南限域であることから、各地域の側では古墳を造ることにど

のような意義があったのかを考える重要なフィールドだといえます。
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曽於郡大崎町 横瀬古墳
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肝属平野周辺の古墳群

　古墳は単独ではなく、いくつかでまとまって造られることが一般的です。こういう場所を古墳群といいます。

肝属平野周辺には古墳や古墳群がいくつもあります。

　 唐仁 古墳群　肝属地域をもっとも代表的するのは肝属郡東串良町の唐仁古墳群です。この古墳群には、この地
とうじん

域最大の墳丘全長１５４mに復元できる大型前方後円墳の唐仁大塚古墳があります。この大きさは九州で第３位の

大きさです。そのほかに前方後円墳２基、円墳が１３０基以上も造られているこの地域最大の古墳群です。

　 岡崎 古墳群　鹿屋市串良町岡崎には前方後円墳２基と円墳や地下式横穴墓からなる岡崎古墳群があります。
おかざき

２００２年～２００４年度には鹿児島大学総合研究博物館で発掘調査を実施しました。朝鮮半島製の鉄製品や交易品であ

る稀少な初期須恵器などが出土していて、ここに埋葬されている人が広い地域との交流を行っていたことがわ

かっています。ここも５世紀ころの古墳群です。唐仁古墳群に次ぐ階層の有力者の古墳群でしょう。

　 横  瀬 古墳　曽於郡大崎町には横瀬古墳があります。墳丘全長１４０mを測り、周囲に溝をめぐらせる大型古墳で
よこ せ

す。九州で第５位の大きさを誇ります。この古墳は墳丘表面を埴輪で飾っていました。また朝鮮半島系と考えら

れる土器も出土していて、埋葬された人物が広域交流によって手に入れたものと考えられます。明治時代に盗掘

され、竪穴式石室から、よろいや剣などが出土したと言われています。この古墳も５世紀前半に位置づけられま

す。

　 神 
じん

 領 古墳群　同じ大崎町には神領古墳群があります。このなかの神領１０号墳では２００６年の鹿児島大学総合研究
りょう

博物館の発掘調査で武人埴輪が出土して注目されました。また他の古墳や地下式横穴墓から鏡や鉄刀などの副葬

品が出土しています。

　 下堀 地下式横穴墓群　大崎町では下堀地下式横穴墓群が発掘調査で確認されています。ここでは小規模な地下
しもほり

式横穴墓が７基確認され、鉄剣などのわずかな副葬品が確認されました。なかには異形鉄器という珍しい鉄製品

もありました。地下式横穴墓群の横に祭り場があり、たくさんの土器が出土しました。ここでも初期須恵器が出

土し、この地域では横瀬古墳を中心に５世紀前半にきわめて活発な地域間交流が行われたことがうかがえます。

　 飯盛山 古墳　志布志市には飯盛山古墳があります。海に突き出したダグリ岬の上に海の交通路を見通す場所に
いいもりやま

築かれています。この古墳にも埴輪がありますが、ここのものは横瀬や神領１０号墳よりも古い、壺や円筒形をし

た埴輪です。４世紀後半のものだと考えられます。

　まだ他にもたくさんありますがここですべて取りあげられませんので、みなさんも調べてみてください。 

原田古墳 

横瀬古墳 

飯隈古墳群 

唐仁古墳群 

塚崎古墳群 

岡崎古墳群 

上小原古墳群 

飯盛山古墳 

神領古墳群 

下堀地下式横穴墓群 

肝属平野周辺の古墳群 岡崎１８号墳１号地下式横穴墓
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塚崎古墳群の発掘調査をしています

　塚崎古墳群にたくさんの古墳があ

ることは、大正時代ころには知られ

ていました。この古墳群には前方後

円墳が５基も存在し、それ以外に円

墳など３９基も含み、総計４０基以上の

古墳が存在します。また、地下式横

穴墓もこれまでに１０基ほど確認され

ていました。まだ、埋まっていて発

見されていなかったり、長い年月の

うちに壊れてしまったものもありま

すから、もっと多くの古墳や地下式

横穴墓からなる古墳群であることは

確実です。

　この古墳群はその重要性から昭和

２０（１９４５）年に、国から「史跡」に

指定されています。

　しかしながら、当時は古墳範囲の

確定が十分ではなく、各古墳本来の

大きさなどを確認した上で指定され

たわけではなかったため、その後に

壊れてしまった古墳などもありま

す。

　これまでには鹿児島大学考古学研

究室と琉球大学考古学研究室によっ

て現況の測量調査などが行われてきましたが、肝付町教育委員会では平成１６（２００４）年度から、あらためて各古

墳の範囲を確定し、保存を図るための発掘調査を平成１９（２００７）年度までの予定で進めています。

さいきん、塚崎古墳群で発見されたもの

　塚崎２５号墳では、 小  型丸底壺 と 器  台 という土器が
こ がたまるぞこつぼ き だい

出土しました。また４３号墳でも小型器台が出土し

ました。これらは古墳時代前期、４世紀代のもので

す。肝属平野周辺では同時期の資料は今までに知

られておらず、古墳時代の早い時期から最南端の地

域にも古墳が出現していたことを明らかにしました。

　１８号墳では壺のかたちをした 埴  輪 が２個出土し
はに わ

ています。二重口縁壺と単口縁壺と呼ばれるもので、口の

かたちが違うものを２つでセットにすることは九州全体

で古墳時代前期後半から中期前半、４世紀後半を中心とす

る時代によく見られるものです。またこの埴輪は上半を

赤く塗っていて、底には 孔 をあけています。埴輪は墓に飾
あな

るもので、実用の土器ではないことを示しています。

塚崎古墳群

塚崎２５号墳出土 土師器

塚崎１８号墳出土埴輪

地下式横穴墓分布域 

16号墳 

11号墳 

8号墳 

10号墳 

39号墳 
0　  　　 20m

前方後円墳 

塚崎４３号墳出土 土師器
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　３１号墳では、初期 須  恵  器 の
す え き

 甕 
かめ

が２つ並び、さらにその下から 土  師  器 
は じ き

の高杯が出土しました。これらは古墳時代中期中葉、５世紀前半もの

です。須恵器の甕は酒や水などの貯蔵具ですが、これは朝鮮半島から

 登  り  窯 で土器を焼く技術が伝わってきた最初の時期のきわめて稀少な
のぼ り がま

ものです。これが１つの古墳から２個も一緒に出土したのは全国的に

みてもほとんど類例がありません。これらは広域交流によって近畿地

方などから入手したもので、５世紀の肝属地域の人の活発な活動がう

かがえます。ほか、２３号墳でも同時期の土器が出土しています。

　また、最近の発掘調査では古墳を囲む溝が確認されているほか、新

たに地下式横穴墓もたくさん確認されました。

なかには石棺墓も新たに見つかっています。

　この古墳群の主役である前方後円墳は発掘調

査していませんので、まだわからないこともたく

さんありますが、これらの出土資料から塚崎古墳

群に葬られた人々は古墳時代前期～中期、すなわ

ち４～５世紀に活躍していたことがわかります。

肝付町の文化財、これから

　肝付町には塚崎古墳群以外にも、 高山 
こうやま

 城 
じょう

や 二  階堂  家 
に かいどう け

 住 
じゅう

 宅 、塚崎の 大楠 などの国から指
たく おおくす

定された文化財があり、そのほかにもたくさんの文化財があります。それらは、一つひ

とつが歴史の積み重ねのなかにあり、これまでの歴史の道標です。歴史とは身近なとこ

ろにあるということを感じてみませんか。そして、それぞれ調べてみると新しい発見に

出会えるかも知れません。肝付町の歴史、もっと好きになってみませんか。

塚崎３１号墳

塚崎３１号墳出土　土師器高杯

発掘調査風景

塚崎古墳群２０号墳付近・石棺墓

塚崎１号墳上の大楠
（国指定天然記念物）

塚崎３１号墳出土　須恵器甕
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